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Ｆ
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南巾佐藤洋之さん(23歳）趣味は｢牛です｣と猛す洋之さ人

学
。
「
小
さ
い
頃
か
ら
牛
が
好
き
だ
っ
た

せ
い
か
、
何
の
こ
だ
わ
り
も
な
く
農
業

系
の
高
校
に
進
ん
だ
ん
で
す
。
先
生
に

は
札
幌
の
農
業
高
校
を
推
薦
し
て
あ
げ

る
と
一
一
一
一
吋
わ
れ
た
の
で
す
が
、
家
業
を
手

伝
い
な
が
ら
の
ほ
う
が
、
勉
強
と
実
務

と
対
比
し
な
が
ら
覚
え
て
行
け
る
と
思

い
、
地
元
の
農
業
高
校
に
し
た
ん
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

高
校
を
卒
業
後
は
、
本
格
的
に
酪
農

を
継
ぐ
べ
く
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
た

矢
先
の
事
、
突
然
、
父
信
義
さ
ん
が
他
界
。

洋
之
さ
ん
に
と
っ
て
は
目
の
前
が
真
っ

暗
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
行
っ

た
ら
良
い
か
大
変
悩
ん
だ
そ
う
で
す
が
、

母
フ
サ
子
ざ
ん
や
地
域
の
人
た
ち
に
も

一
酪
農
は
良
い
牛
作
り
が
基
本
」
と
話

す
佐
藤
洋
之
さ
ん
、
二
十
一
「
歳
。

泓
在
、
南
中
地
Ⅸ
で
乳
牛
九
十
五
頭

（
内
搾
乳
牛
八
十
頭
）
を
飼
養
し
、
年
間

，
一
一
行
凡
十
よ
の
牛
乳
を
躯
巖
す
る
酪
農

専
業
農
家
で
す
。

洋
之
さ
ん
は
、
地
元
中
標
津
小
１
学

校
を
卒
業
後
は
Ｉ
標
津
農
業
高
校
に
進

底事Ⅱ

人
変
で
し
た
。
で
も
い
つ
か
は
自
分
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
の
で
、

そ
れ
が
少
し
早
く
な
っ
た
と
魁
え
ば
い

い
し
、
そ
の
分
早
く
経
営
も
覚
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
自
分
の
や
っ
て
行
き
た
い
豊

業
の
近
道
に
も
継
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
洋
之
さ
ん
。

「
今
の
と
こ
ろ
将
来
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
遠
い
先
の
事
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
や
パ
ー
ラ
ー

も
頭
の
中
に
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
で

も
現
状
の
牛
舎
や
施
設
が
ま
だ
ま
だ
使

用
で
き
る
し
、
改
善
し
だ
い
で
も
っ
と

経
営
メ
リ
ッ
ト
を
上
げ
る
事
が
出
来
る

と
思
う
。
ま
た
、
牛
作
り
も
経
営
の
大

き
な
基
本
、
今
、
目
標
に
し
て
い
る
の
は

勇
気
付
け
ら
れ
、
農
業
を
継
続
し
て
行

く
事
を
決
意
。

し
か
し
、
搾
乳
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
機

械
を
使
っ
て
の
仕
事
は
お
お
む
ね
わ
か

っ
て
い
た
も
の
の
経
営
に
つ
い
て
何

も
わ
か
ら
ず
、
大
変
困
っ
た
と
い
い
ま

す
。
「
特
に
営
農
計
画
や
税
金
の
Ⅲ
衿
な

ど
、
仕
組
み
や
内
容
を
把
握
す
る
の
に

鰯
》
僻

症芭

食
い
込
み
の
良
い
、
フ
レ
ー
ム
の
し
っ

か
り
し
た
十
一
一
カ
月
～
十
三
ガ
月
で
Ａ

ｉ
の
出
米
る
育
成
牛
作
り
。
こ
の
牛
た

ち
は
経
産
に
な
っ
て
、
乳
量
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
個
体
販
売
の
面
で
も
有
祷

に
な
る
と
思
う
。
僕
の
酪
農
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
が
、
あ
せ
ら
ず
一
歩
い
つ

ぽ
着
実
に
歩
ん
で
行
き
た
い
」
と
話
す

洋
之
さ
ん
で
す
。

エ

が
平

庵
》

現在､作業効享を考えた飼訓繋索を建設中です

薇



十
一
月
十
几
日
は
、
第
四
十
八
回
目

の
農
業
協
同
組
合
法
公
布
記
念
日
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
協
同
組
織
に

よ
る
農
民
の
地
位
向
上
を
目
指
し
て
、

昭
和
二
十
二
年
に
制
定
公
布
さ
れ
ま
し

た
。当
時
は
、
国
民
食
糧
の
確
保
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
る
食
糧
難
の
時
代
で
、

ま
ず
農
業
の
振
興
が
重
要
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｊ
Ａ
は
発
足

と
同
時
に
食
糧
の
安
定
生
産
と
と
も
に

組
合
員
の
社
会
的
、
経
済
的
地
位
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で

あ
り
ま
す
。

以
来
、
農
業
は
幾
度
と
な
く
大
き
な

試
練
の
中
に
お
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

都
度
、
Ｊ
Ａ
運
動
を
基
調
と
し
た
「
相
万

扶
助
の
精
神
」
と
「
協
同
の
力
」
で
こ
れ

を
克
服
し
、
今
日
の
近
代
化
に
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。

い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
待

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
阿

さ
て
、
今
年
の
北
海
道
農
業
は
、
一

部
に
天
候
不
順
な
ど
も
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
は
平
年
作
の
う
ち
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
「
有

終
の
美
」
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
改
一
め
て
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。そ
し
て
午
、
わ
が
国
農
業
は
「
食
糧

管
理
法
」
に
代
わ
る
「
新
食
糧
法
」
の

卜
一
月
施
行
と
、
い
ま
大
き
な
転
機
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
米
管
理
シ

ス
テ
ム
の
下
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
米
の
生
産
・
販
売
対
策
を
早
期
に

確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
段
階
の
重
点
要
請
に
連
動
し
、

＋
｜
月
下
旬
ま
で
数
次
に
わ
た
る
特
別

運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
、
私
た
ち
は
第
二
十
一
回
道
１

Ａ
大
会
を
開
き
、
ニ
ト
｜
惟
紀
の
本
道

俸冤

部
忠
男

農
業
を
展
望
し
た
「
新
農
業
構
想
」
を

樹
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
組

織
の
総
力
を
あ
げ
て
、
そ
の
実
践
を
ｎ

指
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

意
義
あ
る
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ

た
り
、
こ
の
機
会
に
私
た
ち
は
、
協
同

の
理
念
を
改
め
て
考
え
、
語
り
合
っ
て

農
業
、
Ｊ
Ａ
の
一
層
の
発
展
に
努
め
る

よ
う
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。蕊PP店.鈩几

平
成
七
年
度
上
地
利
用
型
畜
産
経
営

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
十
月
十
二
日
、

宮
城
県
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
朧

さ
れ
、
中
標
津
町
当
幌
の
安
田
稔
さ
ん

が
優
良
賞
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
畜
産
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全

国
公
社
営
畜
産
事
業
推
進
協
議
会
が
主

催
、
公
社
営
畜
産
基
地
事
業
を
実
施
し
、

自
給
飼
料
の
生
産
基
盤
の
拡
大
と
生
産

コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
経
営
の
向
上
が
計

ら
れ
て
い
る
農
業
者
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
が
第
一
何
日
の
開
催
と
な
っ

た
も
の
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

は
全
国
で
五
人
、
内
北
海
道
二
人
で
安

田
さ
ん
は
、
み
ご
と
優
良
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
人
質
発
表
会
で
は
、
表
彰
状
と

副
賞
が
授
炉
さ
れ
、
安
田
氏
は
総
営
概

要
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

安
田
稔
さ
ん

優
良
實
に
輝
く

全
国
土
地
利
用
型
畜
産
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

鱸
ｌ 
ｌＫ 
馬

F１ 「

＝＝ご壁

畿彰後､経営発表を
行宜う安田さん

苧



冗豈－－

癬
鐵

安lujlと信頼､三ﾉＵ込めたｓ曰間 檀
Ａ
尋
窪
津
店

鱗
鵜
灘

灘
「

蕊 蟻M１

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
の
、
開
店
一
一
十
五
周
年
を
迎
え
た
大
感
謝
祭
が
、
十
月
十
一
一

日
か
ら
十
四
日
の
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
は
、
昭
和
川
の
ご
支
援
の
も
と
一
一
十
粒
周
年
を
迎
党

十
五
年
十
一
Ｈ
｜
日
に
開
店
、
以
来
』
る
事
が
川
来
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

Ａ
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
川
内
消
費
肴
ま
す
と
共
に
今
後
も
利
用
い
た
だ
く

に
生
活
用
印
の
安
定
的
な
供
給
に
つ
と
皆
さ
ま
の
意
向
を
火
切
に
し
、
能
活
爪

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

鮎
の
安
定
供
給
に
つ
と
め
て
参
り
た
い
」

感
謝
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
’
一
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
記
念
特
別
企

ｌ
で
は
、
一
一
一
友
朧
行
組
合
長
が
「
皆
様
画
の
も
ち
ま
き
大
会
が
行
な
わ
れ
、
農

幻.薊

蝋
鐸ifiiSi:ｉｉｌｉ:ｉｉ

沢山のプレゼントに詰めかけた素Ⅱ用謹も大喜び

i露ii1lY理
,ヌ

。】

鑿 覗瀬Ⅵ
山

ｿ 

協
事
務
所
前
に
詰
め
か
け
た
沢
山
の
店

舗
利
用
者
に
、
赤
ｎ
の
も
ち
が
配
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ッ
キ
ー
貸
付
ビ
ッ
グ
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
先
着
三
百
人
に
、
牛
乳

・
緋
プ
ラ
ス
玉
子
一
ケ
ー
ス
や
伯
爵
芋

十
藷
、
塩
シ
ャ
ケ
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
．

さ
ら
に
佑
鮮
超
特
選
品
コ
ー
ナ
ー
や
、

店
頭
で
は
秋
の
味
覚
、
柿
、
り
ん
ご
、

み
か
ん
な
ど
の
く
だ
も
の
コ
ー
ナ
ー
、

そ
の
他
、
店
内
商
品
が
大
奉
仕
価
格
で

販
売
さ
れ
る
な
ど
、
連
日
大
嘘
況
の
三

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

'噂詑

長
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
の
三
日

間
で
し
た
が
、
今
後
共
Ａ
コ
ー
プ
中
標

津
店
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク



営
農
計
向
書
の
作
成
時
期
を
迎
え
ま

し
・
た
。

酪
農
経
営
を
行
な
う
と
で
、
資
金
計

向
が
経
営
を
大
き
く
左
右
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
普
及
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
っ
て
い
る
制
度
資
金
、
農
業
改

良
資
金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

『
借
受
者
の
条
件
、
利
子

ｏ
農
業
者
ま
た
は
農
業
者
の
組
織
す
る

団
体

ｏ
無
利
子

二
、
貸
付
金
の
限
度
額

生
産
方
式
改
善
資
金
は
八
○
軒
、
た

だ
し
畜
産
振
興
査
金
は
九
○
軒
。
他
の

盗
金
は
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
。

三
、
農
業
改
良
資
金
の
種
類

農
業
改
良
資
金
は
大
き
く
分
け
る
と

次
の
五
資
金
か
ら
な
り
ま
す
。

①
生
産
方
式
改
善
交
令

農
業
経
営
の
改
善
の
た
め
の
能
率
的

農
業
改
良
資
金
の
利
用
で

ワ
ン
・
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

な
技
術
の
導
入
を
図
る
た
め
の
資
金
と

生
産
力
式
（
作
物
、
脳
種
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
上
地
・
労
働
・
労
働
施
設
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
）
を
改
善
す
る
資
金
。

②
経
営
規
模
拡
大
資
金

経
営
規
模
拡
人
を
借
地
に
よ
っ
て
行

な
う
場
合
、
期
間
中
の
小
作
料
を
一
括

前
払
い
す
る
た
め
の
資
金
。

③
農
家
生
活
改
善
資
金

農
家
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、

農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、
農

家
生
活
の
改
善
を
促
進
さ
せ
る
資
金
。

④
青
年
農
業
者
等
育
成
確
保
資
金

青
年
農
業
者
な
ど
が
農
業
の
技
術
、

ま
た
は
縫
営
〃
法
を
習
得
す
る
た
め
の
、

研
修
資
金
、
経
営
開
始
資
金
．

⑤
特
定
地
域
新
部
門
導
入
鷲
金

山
村
振
興
地
域
な
ど
で
新
た
な
農
業

部
門
の
経
営
開
始
や
新
し
い
技
術
で
高

収
祷
、
高
付
加
価
値
型
の
農
業
を
始
め

f要、

表１畜産振興資金貸付基準

る
た
め
の
研
修
、
準
備
資
金
’

四
、
貸
付
基
準
（
例
）

当
管
内
で
利
用
の
多
い
、
生
産
力
式

改
善
賞
金
、
畜
産
振
興
資
金
の
基
準
を

表
一
に
示
し
ま
す
。

五
、
申
請
か
ら
貸
付
決
定
の
時
期

期
本
は
一
年
間
に
一
回
、
営
農
計
画

作
成
時
に
借
り
入
れ
希
望
、
需
要
額
調

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

［〕億llllえお量I'｢熊期ｌｌｌ

道の定める額ｌ償還期限賃(01の;F|手刀査金の種類ｌｉ;5金使途

農業者・
農業者②
組織する
団体

飼料|判珈lili頓lOX~につき
酪農の場合’'3千'上
肉'卜の聯合’0''千Ｐｉ
限度11.100千｢Ｉ

①飼料作物生産
関係施設・機械

(6)畜確振

興査金

聯l繍議i1lll
法の改善による）
生乳の品質向｣二）
フ11-ストール牛

ロ
凸
引

口
叫
Ｉ
別

〔川叩）幻ＪＬＬ
■
Ⅱ
Ⅱ
β
 櫛力化１頭につき

317-F'1｜ 

限度19,000千ｍ
品質向上1頭につき

278千m
限度11100千ｍ

鯵臼、 質
ト
ラ

舎・パー
総iiIに巨他

1画につき455千瓜③乳1-臓入 ７年(3］

④肉用牛生産関係
施設・機械

繁殖牛１頭につき
ｌ５１Ｔ円

肥育牛1頭につき
261千円

は青育成牛1,mにつき
214千ｍ

限度]1,100千円
１両につき292千ｍ

①
仮
需
要
額
調
査
、
十
月

②
需
要
額
調
査
、
営
農
計
画
時

③
需
要
額
取
り
ま
と
め
、
｜
月

④
貸
付
決
定
内
示
、
五
月

⑤
貸
付
時
期
、
六
、
九
、
十
一
一
、
’
’
一
月

六
、
平
成
七
年
度
の
借
り
受
け
実
態

①
借
受
件
数
、
１
二
件

②
借
入
れ
額

九
千
七
百
六
十
七
万
円

[0年
(3) 

育成は１頭につき
125千円

限度7,300千円

１頭につき乳用獅
160千ｍ

以外292二F瓦

⑤繁殖雌牛鵬入
及び繁殖雌牛育成
（26カ月まで.）

７年
(3) 

⑥肥育牛の職人
（12カ月未満）

５年
(2) ⑦肥育牛の育成 1頭につきL47T1Ll

XBU望6].400千｢［

〃

資金の種類 資金使途 道の定める額 償還｣Ⅲ限 賃(ilの:M手方

(6)畜確振

輿資金

①飼料作物ＬＩＺ塵
１判係施設・機械

雫牒l；lli鱸ili1lli
法の改善による）
生乳の品質向｣二）
フリーストール牛
合・パ・ラー
給iil陣他

③乳j`卜聯入

④肉)l｣牛生産関係
施設・機械

⑤繁殖雌牛IMI入
及び蕊ﾜii[雌牛育成
（26カ月まで．）

⑥肥育牛の職人
〈12力)1未満）

⑦IE育牛の育成

飼料'１:』|力lii頓lOX-につき
酪農の場合113千lJj
肉J1宅の聯合１０''千i'１
限度11,100千｢】：

櫛ﾉj化１頭につき
３二7-ＦP』

限度19,000千|]：
品質fTI上1頭につき

278.PPI 

限度l],ZOO千円

二頭1こつき '2１ 

繁殖牛１頭につき
151.｢i~］ 

肥育牛ユ頭につき
261千7'］

は青育成牛1噸につき
２蛙fPj

l1N度]1,二00千('ｊ
1頭につき292冤円

育成は１頭につき
125千円

限度7,300千，
1頭につき乳用獅

160千|、
以タト292二千円

1頭につきＬ(17千円
脚吏6:.,400千|】

刀年
(3) 

７年(3)

10年
(3) 

7年
(3) 

(j年
(2) 

農業者・
農業者の
組織する
団体



蕊
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
開
催
き
れ
る

全日本ﾎﾙｽﾀｲﾝ共進会に4頭の出品権

十
一
頭
の
乳
牛
が
入
賞
し
、
入
賞
率
八

四
・
六
訂
と
全
道
一
の
好
成
績
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
中
か
ら
、
弾
正
原
に
さ

ん
、
福
嶋
信
一
さ
ん
、
川
村
清
身
さ
ん

の
四
頭
の
牛
が
千
葉
市
ポ
ー
ト
・
ピ
ア

パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
に
出
品
す
る
事
が
決
ま

り
ま
し
た
。

全
道
で
も
一
農
協
か
ら
四
頭
の
牛
が

出
場
す
る
の
は
Ｊ
Ａ
中
標
津
だ
け
で
あ

り
、
「
中
標
津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
」
の
良
い

Ｐ
Ｒ
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
活
躍

を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
、
十
Ⅱ
七
日
、
八
日
の
、

間
に
わ
た
り
、
早
来
町
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
第
１
回
の
全
Ⅱ
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
が
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
全
道
か
ら
三
百
八
十
九
頭

の
乳
牛
が
州
品
Ｌ
Ｉ
Ａ
中
標
津
か
ら

も
十
二
頭
の
乳
牛
が
出
砧
し
ま
し
た
。

審
煮
員
に
は
ア
メ
リ
カ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

協
会
副
会
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ン
氏

を
迎
え
、
乳
用
牛
と
し
て
の
機
能
性
と

優
美
性
を
競
い
合
い
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
は

入
員
率
も
全
道
一
の
成
績

已弓(

JＡ中標津入賞牛

鑿議i1i1鍵讓iii霧iｌｉｉ部成績出品者 名 号

1部１等質 久保Ｍ１ イーエルプイエバァンテシペーシコン

２部１等賞 富沢貢 ティーエムクレイシントニー

３部２等質 佐々木昭雄 デコールマリーナーゴールド

４部２等質 禰嶋信一 ヘヅピーランドマスターパリアンキソティ

５部２等賞 久保剛 アッドランドマラソンスターマグ

６部１等徴 FIulE原正 サニーデールミスティレーモン

７部ｌ等賞 川村清身 オレーターパリアントコピーライト

８部ｌ等賞 ill1ll:原正 サニーデールトリプルパーク

９祁ｌ等賞 簡嶋信一 ハッビーニランドパリアントマソトマlﾉー K輝霊【

２等質 桜井幸一 ミスティドリームパリアント

オレーダーパリアントコピーライト
ルービレヅジロソクリンマオレーター

12部１１等省 川村・清身

灘職吟:韓，

1995年第10回全日本ホルスタイン共進会ＪＡ中標津出品者
第10部５才i琵産クラス;lii正原」Ｅサニーデールトリフツレバーク
第11部成年及び多Ld検定クラス．福嶋信一ハッビーランドパリアントマットマリー
第12部母系クラス（経j型liill）川村消身（オレーターつピーライト）

オレーターバリアントコピーライト
リベービレッジロソクリンマオレーター

' 

部 成績 出品者 名号

ＪｊｔＪ７ｈＪ汀川原、ⅢＰけｈ脾ｎＫＷけ爪脾ＴⅢ眼
旧型叩型印画刺籏川一首士皿士帥士、七Ⅱ士回１１の二［。川坐一ｂＲｕ勺Ｉ一己ハツ

２ １ 賞賞賛賞賞賞賞賞賞賛賞等等等等等等等等等等等１１２２２１－舎・一・’２１
久保剛

富ix貢

佐々木昭雄

福鴫Ｉ蘭・

久保剛

ﾘ!il｣｢§原正

川村清身

ilI1iiH原正

福嶋信一

桜ﾌﾞ'二幸一一

ﾉil村清身

イーエルプイエバアンテシペ･-ション

フィーエムクレイシントユー

デゴールマリーナ…ゴールi『

ハヅピーランドマスターバリアンキッティ

アッドランドマラソンスターマグ

ー;ノーニー･デ・ルミスティレ・子ン

オレーターバ;ノアントコピーライト

サ:－デ・ルトリプルパ･ク

ハッピーランドパ:ノアントマッ:、マリ…

ミスライド;ノームパリアン;、

オレーターパリアンi、己?ピーライト
ル●ピレッジロックljンマオレ･-タ．.
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楽
し
い
事
は
明
日
へ
の
活
力
に

'lIIil灘）
刀
■
■
、
Ⅷ
４
■

昭和30年１月24日、中標津

で生まれる。

俣落中学校卒業後、中標津
町農協店舗に約５年勤め、２３

J雷電

ｑ
⑧
淫
１
口
‐
卍
・
ョ
●
晶
化
い
Ｉ
ｕ
Ｌ
汕
叫
卵
、
和
旧
】

歳で結婚。

現在、乳牛85頭を飼養し、
畑作(ビート）との兼業農家。

’ 

祖父、祖母、２男１女と二

羊人の７人家族。

_●●□■■●■■■●■■●□OCqq■■■●●■■■bＯＣＯｑ●●■■■●｡｡⑰●●0●■ 

た
だ
い
ま
仕
事
に
、
そ
し
て
姉
人
部

の
活
動
に
活
躍
し
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
。

持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
さ
で
周
り

の
み
ん
な
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
き
ま
す
。

婦
人
部
の
役
画
塁
と
つ
と
め
て
二
年
Ⅱ
、

「
視
野
を
腹
め
る
に
は
と
て
も
良
い
所
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
活
動
に
参
加

し
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
仕
事
と
婦
人
部
の
活
動
と

伊江Fｓｈ

二れからも色々な蔀にチャレンジしたいと意欲的な佐々木さんです

の
両
立
は
人
変
だ
と
話
し
ま
す
か
、
｜
「
忙

し
い
中
で
、
仕
事
に
対
し
て
の
メ
リ
ハ

リ
が
つ
き
、
時
間
が
う
ま
く
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
。

け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
家
族
の
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
。
家
族
み
ん
な
が
同
然
と

協
力
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
、
色
ん
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
で
す
鐺

家
族
そ
れ
ぞ
れ
色
ん
な
所
へ
川
馴
け

る
事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
報
併
し
あ

う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
一
・
｜
｜
［
い
ま
す
。

「
行
事
へ
出
て
、
楽
し
か
っ
た
と
思
う

瓶
が
ひ
と
つ
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
川

口
の
活
力
に
も
な
る
の
よ
れ
」
と
い
つ

で
も
前
向
き
な
姿
勢
で
す
ぐ

仕
事
で
も
ご
主
人
の
昭
雄
さ
ん
と
一

八
一
一
一
脚
で
頑
張
る
鰄
Ⅱ
。
「
牛
舎
へ
行
く

の
は
お
父
さ
ん
が
光
。
こ
れ
は
結
婚
し

た
時
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
て

る
こ
と
な
の
」
と
仕
覗
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
儲
高
の
ご
主
人
で
あ
る
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
の
育
て
た
牛
が
、
共
進
会
へ
川

る
の
が
楽
し
み
と
仕
事
に
も
意
欲
的
。

こ
れ
か
ら
も
パ
リ
パ
リ
働
か
な
く
っ

ち
ゃ
ノ
と
は
り
き
っ
て
い
る
佐
々
木
さ

ん
で
し
た
。

rｆ 
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際
の
播
き
付
け
以
来
、
｜
つ
ひ
と
つ

作
業
の
積
み
重
ね
が
行
な
わ
れ
、
夏

が
無
事
過
ぎ
、
木
々
の
葉
が
色
づ
き
、

稔
り
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
な
ど
の

畑
作
物
は
、
収
量
で
ん
粉
価
、
糖
分
、

そ
れ
ぞ
れ
平
年
を
上
回
る
収
穫
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畑
作
物
価
格
も
前
年
同
様
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
一
丸
と
な
っ
て
の
運
動
の
成
果

で
す
が
、
政
府
の
低
価
格
化
の
政
策
は

依
然
と
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
数
年

の
間
に
個
々
の
農
家
の
内
部
検
討
、
充

填
の
期
間
に
な
る
様
、
農
協
も
共
に
励

ん
で
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

収
極
の
喜
び
と
、
作
業
の
安
全
無
事

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

九
月
末
よ
り
十
月
始
め
に
か
け
、
管

内
組
合
長
公
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
視
察

研
修
旅
行
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
報
告
を
致
し
ま
す
。

畜
産
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
等

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
五
カ
国
を
ま
わ

ヨ
ー
□
シ
バ
農
業
を
視
察
し
て
⑪

倍
で
、
七
○
訂
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
残

り
が
乳
肉
兼
用
の
赤
白
斑
種
で
す
。

環
境
規
制
が
厳
し
く
、
酸
性
雨
と
地

下
水
の
リ
ン
の
汚
染
防
止
を
中
心
と
し

て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ

ｎ
本
の
十
一
分
の
一
の
而
積
で
、
国

士
の
四
分
の
一
が
干
拓
に
よ
っ
て
開
か

れ
て
お
り
、
維
産
牛
頭
数
で
、
｜
・
血

「 ~、●会同のたより｡…..
巧司

長曰誌
代表理事組合長

丹と凸もり１画§

Ｌ三友盛行

フ
ン
．
尿
の
還
元
が
規
制
さ
れ
て
お

り
リ
ン
の
総
量
規
制
、
面
積
当
り
の

頭
数
の
制
限
、
半
年
以
上
の
地
ド
タ
ン

ク
の
貯
蔵
、
表
面
散
布
の
禁
止
（
地
ｒ

注
入
人
パ
キ
ュ
ー
ム
『
牧
草
の
成
長
期

の
み
の
散
布
な
ど
で
す
。

農
家
の
事
情
よ
り
も
、
規
制
が
先
に

あ
っ
て
、
そ
の
規
制
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
の
対
策
補
助
、
融
資
が
あ
る
と
の
事

で
し
た
。

｜
方
で
乳
牛
の
改
良
対
策
は
進
ん
で

お
り
、
全
国
を
一
つ
の
組
織
と
し
て
、

子
牛
は
生
後
数
日
の
内
に
、
農
家
の
電

話
に
よ
り
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
を
通
し

て
耳
標
番
号
が
登
録
さ
れ
ま
す
。

こ
の
耳
標
に
よ
っ
て
、
個
体
識
別
、

登
録
、
検
定
、
体
審
、
人
工
授
精
、
治

療
、
屠
場
ま
で
管
理
出
来
ま
す
。

改
良
の
目
標
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、

搾
乳
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
設
定
し
て
、
た

ん
ぱ
く
の
向
上
、
長
命
性
、
後
肢
、
乳

房
の
高
さ
、
特
に
歩
様
に
重
点
を
お
い

て
い
ま
し
た
。
体
審
の
実
際
を
見
ま
し

た
が
、
体
高
は
後
部
、
十
字
部
で
測
定

し
、
大
型
は
減
点
で
百
四
十
五
樛
を
限

度
と
し
て
お
り
、
後
肢
と
乳
房
で
決
ま

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
実
用
主
義
に
感
心

し
ま
し
た
。

白田⑰ｈ

l11lillliiIlilILllliiiiiliI1imiiLiLiiilIl 

五
十
諭
の
Ｔ
拓
地
で
、
搾
乳
牛
百
十

頭
、
総
頭
数
二
目
Ｉ
Ｌ
頭
、
年
間
九
両

ト
ン
の
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

｜
頭
当
り
、
八
千
況
百
藷
で
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
、
ス
ラ
リ
ー
方
式
で
し
た
。

農
業
所
得
は
日
本
円
で
ｎ
百
刀
Ⅲ
程
度

で
す
。

ガ
ッ
ト
合
意
に
よ
る
農
産
物
価
格
の

低
ｒ
と
将
来
の
た
め
、
コ
ス
ト
低
減
を

日
標
に
生
産
拡
大
、
機
械
の
大
型
化
、

環
境
対
策
、
施
設
の
増
設
と
備
え
を
し

て
い
ま
し
た
。
優
秀
な
農
家
ほ
ど
、
生

き
残
り
を
か
け
て
対
策
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
過
剰
な
投
盗
に
な
り
つ
つ
あ
る

様
で
し
た
。

※
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
内
容
は
連
載
で
次

普
に
続
き
ま
す
。
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私
、
標
津
前
浜
の
カ
モ
メ
の
ジ
ョ
ナ

オ
と
一
一
一
［
い
ま
す
。
最
近
の
開
陽
地
区
の

連
中
の
行
動
を
侍
さ
ん
に
知
ら
せ
て
お

き
ま
す
。
あ
れ
は
九
月
十
一
日
午
前
八

時
半
頃
、
搾
乳
を
済
ま
せ
た
い
か
に
も

牛
飼
い
と
い
っ
た
顔
つ
き
の
女
性
一
人

を
含
む
七
人
が
、
標
津
の
港
に
現
わ
れ

た
。
早
川
の
釣
り
船
は
、
ひ
と
勝
負
終

っ
た
頃
で
あ
る
。
ど
の
顔
も
入
漁
の
思

い
は
な
さ
そ
う
だ
、
先
に
来
て
い
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男
に
案
内
さ
れ
乗
船
、

漁
場
へ
．
会
話
は
「
今
日
は
二
桁
に
挑

戦
だ
」
と
か
情
け
な
い
話
し
で
あ
る
。
魁

い
思
い
に
準
備
を
し
な
が
ら
漁
場
へ
、

一
斉
に
糸
を
垂
ら
す
、
ボ
ス
ら
し
い
丸

顔
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男
が
ヒ
ッ
ト
、

次
々
と
続
く
。
終
っ
て
見
れ
ば
今
ま
で

開
陽
地
区
は

ど
う
な
る
の
／

皿
Ｉ
Ｌ
Ｋ

標
津
の
カ
モ
メ
よ
り

<＝ に
な
い
釣
果
に
皆
な
上
機
嫌
。
次
回
を

約
束
し
解
散
。

九
月
’
’
’
１
，
、
前
回
同
様
に
集
令
、

今
Ⅱ
は
十
人
参
加
。
今
日
は
少
し
表
情

が
明
る
い
、
Ｏ
ち
ゃ
ん
、
Ｔ
ち
ゃ
ん
の

声
が
特
に
「
は
ず
ん
で
」
い
る
。
今
凹

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男
二
人
も
同
行
、

昨
夜
か
ら
の
雨
も
ｆ
が
り
簸
高
の
釣
り

Ⅱ
和
乢
順
調
に
釣
れ
て
い
る
様
だ
。

マ
ィ
ペ
ー
ス
の
白
髭
の
尊
帥
の
様
な
男

の
顔
に
も
笑
み
が
見
え
る
。
前
回
よ
り

更
に
釣
れ
て
い
る
様
だ
。
皆
ん
な
完
全

に
「
ハ
マ
ヅ
テ
ル
」
Ｔ
ち
ゃ
ん
「
今
年

中
に
、
も
う
一
回
や
る
べ
や
」
皆
な
同

調
し
て
決
ま
り
。
仕
掛
け
に
つ
い
て
も

語
り
始
め
た
、
本
格
的
だ
。

十
月
十
四
日
こ
の
秋
二
Ｎ
Ⅱ
、
前
回

腰
痛
と
一
一
Ⅱ
酔
い
の
二
人
も
加
わ
り
Ｉ

二
人
、
船
に
乗
り
込
む
と
釣
師
に
変
・
身
。

今
年
最
後
と
あ
っ
て
準
備
万
端
、
気
合

い
も
乗
っ
て
る
。
波
は
荒
い
が
な
ん
の

そ
の
順
調
に
釣
れ
て
い
る
。
Ｏ
ち
や

fs＝、

L、

ん
、
Ｔ
ち
ゃ
ん
ら
静
か
だ
、
釣
れ
る
時

は
言
葉
を
わ
す
れ
る
ら
し
い
。
初
め
て

の
Ｙ
料
い
ま
い
ち
「
こ
つ
」
を
つ
か
め

て
い
な
い
が
、
そ
こ
そ
こ
釣
っ
て
い
る
。

腰
痛
の
Ｋ
ち
ゃ
ん
も
順
調
だ
。
前
方
で

は
船
酔
い
で
青
ざ
め
て
い
る
人
も
い
る
．

人
物
釣
り
の
Ｙ
Ｍ
さ
ん
順
調
、
今
回
は

奥
に
釣
果
が
伸
び
て
い
る
様
だ
。
腱
協

が
売
り
に
廻
っ
た
一
万
八
千
川
の
雨
ガ

ヅ
パ
を
着
込
ん
だ
身
仕
た
く
、
顔
つ
き

立
派
な
釣
師
だ
。
帰
り
、
船
か
ら
は
我

々
に
釣
っ
た
カ
ジ
カ
を
投
げ
て
く
れ
る
、

そ
の
動
き
に
は
少
し
ず
つ
現
実
の
牛
飼

い
に
変
身
す
る
過
程
を
見
て
い
る
様
だ
。

｜
時
の
快
楽
、
そ
し
て
税
実
、
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
の
大
き
さ
が
た
ま
ら
な
い
ら
し
い
。

風
の
便
り
で
は
十
六
日
、
開
陽
館
で
反
筒

会
を
開
き
、
七
十
匹
以
上
が
何
人
か
い
た

と
か
。
来
年
の
予
定
も
話
し
た
と
か
。
更
に

二
人
月
の
女
性
も
参
加
す
る
と
か
、
地
区

内
に
蔓
延
し
つ
つ
あ
る
こ
の
熱
。
い
つ
治

ま
る
事
や
ら
、
来
年
は
何
脚
や
る
の
。

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
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中
標
崖
町
農
協
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
、
パ
ン
プ
キ
ン

祭
り
（
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
収
穫
祭
）
が
、
十
月
十
四
日
農
協
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、

ハ
ロ
ウ
イ
ン
作
り
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
脚
ク
ラ
ブ
員
が
春
か
ン
作
り
、
観
察
Ⅱ
記
な
ど
を
細
介
し
収

ら
丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
た
か
ぼ
ち
ゃ
穫
の
喜
び
を
語
り
合
う
も
の
。

（
ア
ト
ラ
ン
チ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
）

当
日
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
か
ぼ
ち
ゃ

を
一
同
に
集
め
、
重
さ
や
ハ
ロ
ウ
イ
ー

目
一
十
五
個
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
さ
れ
、

り

る
あ

の

実

秋

鰯

Ｊ
ｒ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
プ
キ
ン
祭
り

f＝§Ⅱ 

ハロウィーン作りも楽しいものです
重
量
の
部
で
は
昨
年
参

九
藷
ｔ
回
る
、
遠
藤
康

宏
さ
ん
出
品
の
か
ぼ
ち

ゃ
七
１
近
箪
が
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ボ
チ
ャ
の

巾
を
く
り
抜
き
Ⅱ
、
鼻
、

口
を
作
る
、
ハ
ロ
ウ
イ

ン
作
り
や
か
ぼ
ち
ゃ
の

重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

の
交
流
、
昼
食
で
は
父

母
と
一
緒
に
焼
肉
や
お

し
る
こ
で
舌
鼓
を
打
ち

実
り
あ
る
秋
の
収
穫
祭

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

○
重
量
の
部

一
位
遠
藤
康
宏
七
卜
五
篭

一
．
位
佐
々
木
恵
七
十
三
篭

三
位
遠
藤
徹
里
六
十
六
篭

ｏ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
部

一
位
松
本
昌
志

二
位
広
瀬
寿
樹

三
位
広
瀬
哲
也

○
観
察
日
記
の
部
優
秀
賞
・
尾
藤
獅
予

■おばけかぼちゃのコンテストもＰ

/例言､し

沢山のカポェャを前に行なわれた収秤祭

臼

し兇‘､，ン人卜館｜)Ｈカル蝉今め
た炎のド公が｜でトか文弓lllJlnlる

･糊辨ｉｆ＃↓緋繍は：

騨騨i鰈Ｉで参、を仁をこ

W1jil繍慨甚維j;iii
介１１１１のヨ･る櫨谷テヒユえる

）【糊｝櫛競上叫ｆ：
ま意かラ目、会に地力標で

メナツク”ルトークノ"中穂作

交流会では各団体の意見交換が行なわれました
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九
月
十
六
日
よ
り
卜
九
Ⅱ
に
か
け
て
、

兵
庫
県
洲
本
巾
酪
農
協
と
徳
島
県
土
成

町
に
会
員
五
人
、
中
標
津
町
一
人
、
農

協
一
人
の
一
行
七
人
で
視
察
研
修
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
は
九
月
十
七
日
に
行
な

わ
れ
る
洲
本
市
畜
産
共
進
会
の
乳
牛
部

門
の
審
査
と
、
そ
の
後
の
毛
刈
り
講
習
会

の
講
師
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
、
会
員
の
乳
牛
の
追
跡
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

大
型
台
風
皿
号
が
関
東
地
方
に
接
近

の
情
報
の
流
れ
る
中
、
卜
六
日
に
中
標

津
を
出
発
し
ま
し
た
。
関
西
窄
港
へ
は

台
風
の
影
響
で
、
約
三
十
分
の
遅
れ
で

到
着
。
関
西
篭
港
か
ら
淡
路
島
ま
で
四

１
分
間
の
（
海
が
荒
れ
て
波
が
高
く
、

気
分
の
悪
い
の
を
い
か
に
は
ぐ
ら
か
す

か
懸
命
な
思
い
）
高
速
艇
で
現
地
に
到

着
し
ま
し
た
く
や
は
り
洲
本
は
遠
い
、

牛
達
も
人
変
な
思
い
で
移
動
し
て
い
る

の
だ
と
思
っ
た
）
。

そ
の
夜
、
洲
本
市
酪
農
協
の
副
組
合

長
始
め
、
多
数
（
役
員
）
の
方
々
と
会

食
と
な
り
、
そ
の
席
で
共
進
会
が
台
風

良
い
牛
作
り
は
高
価
格
に
つ
な
が
る

中標津産牛は
高い評価を実証

編=、

乳牛改良同視会府県視察
乳''二改良同志会副会長

今井靖>青

中標津から導入されている牛の追跡調査に各農家戸々へまわります

の
影
響
で
グ
ラ
ン
ド
に
家
畜
車
が
入
れ

ず
延
期
に
な
っ
た
と
聞
き
、
一
行
一
同
、

峨
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
本
州
の
審
査
に
行
く
事

が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事

削
に
充
分
な
話
し
合
い
に
時
間
を
か
け

る
な
ど
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査

員
を
予
定
し
て
い
た
南
中
・
桜
井
幸
一

さ
ん
に
は
申
し
訳
な
く
、
ま
た
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

十
七
日
は
共
進
会
が
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
洲
本
市
酪
農
脇
を
訪
問
、
農
協

プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
見
学
。
栄
乳
に
対
す

る
茄
質
管
理
は
学
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
し

た
〈
本
州
で
は
最
も
乳
質
が
良
い
）
。

中
標
津
も
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
飲

中標津から導入された乳牛､停型、
乳量とも高評価です

`Ｐ電

用
乳
供
給
地
帯
と
な
る
な
ら
ば
、
今
か

ら
学
ん
で
知
識
を
積
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
時
頃
よ
り
農
協
施
設
を

会
場
と
し
て
、
毛
刈
講
習
会
が
行
な
わ

れ
当
幌
・
福
村
稔
さ
ん
、
俵
橋
・
福
嶋
信

博
さ
ん
が
毛
刈
り
の
実
践
、
桜
井
さ
ん

の
説
明
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
約
二
十

人
程
の
見
学
者
の
中
で
最
初
は
遠
く

で
見
て
い
た
人
も
段
々
と
牛
に
近
く
な

り
、
質
問
な
ど
も
川
て
講
習
会
も
盛
会

の
内
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
今
後
の
形

と
し
て
は
、
参
加
者
自
ら
バ
リ
カ
ン
を

待
ち
、
実
際
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
（

万
述
行
的
で
な
く
）
実
践
的
な
講
習
会

に
し
て
い
っ
た
方
が
、
よ
り
有
意
義
で

府県視察のメンバー全員で
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あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
Ｚ
時
頃
よ
り
Ｉ
｜
｜
件
の
牛
舎
、

牛
を
見
学
し
、
中
標
津
か
ら
導
入
さ
れ

た
牛
を
一
頭
一
頭
見
学
し
ま
し
た
。
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
が
数
件
あ
り
、
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の
牛
は
繋
ぎ
牛
舎

と
比
鮫
す
る
と
、
や
は
り
牛
が
良
か
っ

た
（
特
に
足
）
。
視
察
農
家
に
共
進
会
出
品

了
定
の
牛
か
繋
が
れ
て
あ
り
（
四
才
級
、

五
才
級
、
共
に
共
進
会
で
は
成
牛
ク
ラ

ス
）
、
全
員
が
な
め
る
よ
う
に
し
て
牛
を

凡
て
い
ま
し
た
。
｜
人
ひ
と
り
が
審
査

員
の
立
場
な
ら
ど
う
す
る
か
、
ど
っ
ち

の
牛
が
上
か
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
牛
を
見
て
か
ら
も
二
頭
の
牛
の
周

り
に
集
ま
り
、
さ
ら
に
は
外
に
引
き
出

し
て
比
較
審
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ

シ
と
周
り
を
見
る
と
山
に
陽
か
落
ち
薄

暗
く
な
っ
て
い
く
中
、
各
部
位
の
比
較

で
話
し
が
進
む
。
こ
の
時
の
思
い
川
が

一
番
今
の
私
に
残
っ
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
中
標
津
か
ら
の
牛
は
良

い
評
価
を
受
け
、
そ
れ
を
実
証
す
る
よ

う
に
、
私
達
の
□
に
つ
く
牛
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
種
雄
牛
別
で
は
Ｈ
Ｂ
Ｉ
沼

（
ミ
ス
テ
ィ
マ
ッ
ク
ろ
の
娘
牛
が

す
ば
ら
し
く
揃
っ
て
い
る
と
感
じ
た
の

は
、
私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
（
ホ

テ
ル
着
七
時
１
分
）
。

夜
八
時
よ
り
哨
地
の
改
良
研
究
部
会

約
－
－
－
１
人
の
人
々
と
交
流
会
が
持
た
れ
、

フ
グ
鍋
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

零
日
は
一
路
徳
島
県
土
成
阿
仁
畜
産

業
の
柴
出
さ
ん
、
井
上
さ
ん
の
案
内
に

よ
り
四
件
の
牛
舎
、
牛
を
視
察
し
ま
し

た
《
洲
本
と
違
い
、
畜
羊
が
各
個
体
を

把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
山
の
よ
う
な

篭
録
書
の
中
か
ら
中
標
津
の
牛
を
探
菩

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
最
後
に
行
っ
た
井
仁
さ
ん

の
経
営
方
針
に
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
中
標
津
か
ら
経
塵
牛
を
買
い
付

け
（
全
て
中
標
津
三
年
か
ら
一
年
ｆ
搾

乳
し
、
（
そ
の
間
は
種
付
し
な
ど
．
Ｈ

一
一
．
回
搾
乳
、
今
年
は
千
Ｊ
を
目
標
に
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

各
農
家
を
訪
ね
て
感
じ
た
事
は
、
そ

の
人
の
考
え
〃
、
精
神
な
ど
が
は
っ
き

り
と
し
、
形
態
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
地
元
に
帰
り
、

日
常
の
生
活
や
経
営
に
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
車
中
で
の
話
し
の
中
で
、
”
血
統

の
良
い
牛
を
育
成
し
て
も
、
中
標
津
か

ら
買
っ
た
牛
に
は
か
な
わ
な
い
。
そ
れ

が
年
に
二
！
’
》
回
中
標
津
に
行
く
理
由

だ
”
と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
今
後
も
牛
を
買
い
に

行
く
と
い
う
力
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し

擁E罰

た
．
井
上
さ
ん
の
近
く
に
ブ
ド
ウ
畑
が

あ
り
、
ブ
ド
ウ
符
に
行
き
ま
し
た
。
｜

行
こ
の
視
察
で
初
め
て
味
わ
う
憩
い
の

時
、
ブ
ド
ウ
棚
の
樹
陰
が
心
地
良
く

今
年
の
猛
暑
で
甘
味
良
好
、
、
房
一
房

と
鳥
獣
除
け
の
爆
音
を
聞
き
な
が
ら
味

わ
う
ブ
ド
ウ
は
、
大
変
お
い
し
い
も
の

で
し
た
。
二
時
過
ぎ
よ
り
昼
食
を
と
り

な
が
ら
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
暑
さ
を
い
や

し
、
交
流
（
四
国
の
人
は
ア
ル
コ
ー
ル

が
強
じ
。
こ
の
ビ
ー
ル
が
夜
ま
で
響
き
、

初
め
て
七
人
だ
け
の
食
事
と
な
り
ま
し

た
が
、
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
た
せ
い
か

軽
い
食
事
で
鴨
り
あ
が
ら
ず
、
早
速
ホ

テ
ル
に
て
睡
眠
に
入
り
ま
し
た
。

徳
島
の
酪
農
家
と
は
四
件
と
い
う
こ

と
で
、
十
分
に
話
し
合
い
が
出
米
た
の

は
右
意
義
で
あ
り
ま
し
た
（
洲
本
で
の

盛会に行なわれた毛刈鐵習会

Ｉ
｜
｜
｜
件
の
視
察
は
、
Ｒ
標
的
に
今
後
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
）
。

今
同
一
カ
所
を
視
察
し
感
じ
た
こ
と

は
堆
肥
の
処
理
で
す
．
洲
本
で
は
稲
穂

を
付
け
た
ま
ま
倒
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
を

所
々
兄
か
け
ま
し
た
。
説
明
に
よ
る
と

狭
い
土
地
に
多
量
の
堆
肥
を
投
入
し
た

結
果
、
窒
素
加
多
に
よ
り
倒
伏
、
堆
肥

の
処
理
に
公
害
の
問
題
を
含
め
、
全
力

で
解
決
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
徳
島
に
つ
い
て
は
、
野
菜
農

家
に
堆
肥
を
提
供
し
処
迎
、
特
に
レ
タ

ス
は
い
く
ら
堆
肥
を
入
れ
て
も
問
題
が

な
い
と
の
事
（
足
り
な
い
位
）
・
川
ん
ぼ

を
見
て
も
倒
伏
し
た
稲
を
兄
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
海
道
も
唯
肥
の

処
理
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
各
地
の
堆
肥
の
処
理
の
仕
方

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
視
察
し
感
じ
た
こ
と
は
、
良
い

牛
を
作
っ
て
い
け
ば
良
い
価
格
で
売
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
ご
く
一
部

の
酪
農
家
で
は
な
く
、
全
酪
農
家
が
め

ざ
す
事
の
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
も
う
一
度
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ

と
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ズタ



近い将来直面する

店舗運営と合併
を考える

役員視察研修報告理事土井上信一
ホクレン盾蛍店､中の沢店を視察

将
来
の
店
舗
運
営
と
農
協
合
併
の
問

題
、
全
道
共
進
会
の
視
察
を
主
た
る
Ⅱ

的
と
し
た
役
員
研
修
が
十
月
七
日
か
ら

三
泊
四
日
の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

｜
Ⅱ
日
は
、
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
方
策
に
つ
い
て
、
ホ
ク
レ
ン
本
所
、

店
舗
指
導
課
の
築
紫
考
査
役
よ
り
Ａ
コ

ー
プ
店
を
取
り
巻
く
情
勢
と
流
通
業
界

の
動
向
、
視
状
と
課
題
、
運
営
強
化
と
再

構
築
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
本
部
の
考
え

方
な
ど
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
と
は
、
ホ

ク
レ
ン
と
農
協
が
共
同
出
資
し
、
株
式
会

社
と
し
て
農
協
運
営
か
ら
切
り
は
な
し

て
し
ま
う
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
に
は
ま
だ
多
く
の
問
題
点
が

あ
り
、
じ
っ
く
り
答
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
ク
レ
ン
の
直
営
応
で
あ

る
中
の
沢
店
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
札
幌
市
の
南
部
に
位
置
す
る

新
興
住
宅
地
域
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
市
営
住
宅
が
建
ち
肱
ぴ
、
人
口
約
囚

万
人
と
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り

ま
し
た
が
、
｜
方
で
は
．
｜
チ
イ
」
や
市

民
龍
協
な
ど
の
競
合
店
も
あ
り
、
激
戦

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
売
場
面
積
二
百

八
十
九
坪
、
レ
ジ
は
六
台
で
年
間
売
上

げ
目
標
は
十
二
億
で
す
が
、
十
五
億
く

侵皀、

ら
い
ま
で
上
げ
た
い
と
の
事
で
し
た
。

こ
こ
で
感
じ
た
事
は
、
社
員
数
を
お

さ
え
パ
ー
ト
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
多
く
し
、

人
件
費
を
お
さ
え
て
い
る
事
と
、
パ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
あ
ま
り
大
き
く
取
ら
ず
、

川
来
る
だ
け
在
庫
量
を
少
な
く
し
て
い

る
点
で
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
異
業
種

で
あ
る
薬
の
安
売
店
を
テ
ナ
ン
ト
に
入

れ
、
相
乗
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
点
な

ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
日
は
、
全
道
共
進
会
を
視
察
、

当
農
協
の
出
雌
牛
が
輝
か
し
い
成
果
を

上
げ
た
事
に
対
し
、
出
品
者
の
皆
様
〃

の
ご
苦
労
と
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
Ⅱ
口
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
に
広
域

合
併
を
行
な
っ
た
「
と
う
や
湖
農
協
」
を

視
察
。
渡
辺
組
合
長
、
上
村
参
事
か
ら
合

併
に
つ
い
て
の
経
過
や
「
メ
リ
ッ
ト
」

「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
な
ど
素
直
な
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。
「
大
き
な
支
所
」
「
小
さ
な
本

部
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
ス

タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
が
、
地
域
経
営

の
形
態
が
種
々
雑
多
で
あ
る
た
め
（
作

物
別
各
部
会
が
多
い
花
、
畑
、
イ
ネ
、
果

樹
『
組
合
員
の
サ
ー
ビ
ス
面
な
ど
の
点

で
職
員
数
を
減
ら
す
事
も
難
か
し
ぐ
、

思
う
様
な
合
理
化
メ
リ
ッ
ト
が
出
な
い

と
い
う
の
が
実
情
の
様
に
思
い
ま
し
た
。

録ヨリロ、

合
併
に
つ
い
て
は
役
員
の
皆
様
が
各

々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
面
、
感
じ
た
事
が

種
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
凹
の
研

修
は
近
い
将
来
直
面
す
る
課
題
で
あ
り
、

意
義
深
い
研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｔ 

Ｉ 》
ホクレン本所では､これからのＡコープの迩営問題など話し合われましif二

グ学
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全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
ィ
ン
ク
ニ
フ

ブ
交
流
会
が
‐
ｒ
月
七
日
、
八
日
、
早
来

町
で
開
催
さ
れ
た
全
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
の
中
で
行
な
わ
れ
、
士
道
九
ク

ラ
ブ
か
ら
約
行
人
の
会
目
（
が
参
加
。
根

室
管
内
か
ら
は
二
十
七
人
、
（
Ⅲ
標
津
十

二
人
）
が
参
加
し
、
交
流
会
や
ジ
ュ
ー
ー
ア

特
別
ク
ラ
ス
の
観
戦
、
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
結
果
拳
生
家
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
特
別
ク
ラ
ス
は
、
共
進
会

二
日
目
の
第
一
部
に
開
か
れ
、
令
道
か

ら
’
八
歳
未
満
の
青
少
年
が
生
後
九
～

十
・
｜
力
何
未
満
の
牛
を
引
く
ク
ラ
ス
で
、

十
．
｜
頭
が
出
品
大
人
顔
負
け
の
引
き

方
は
大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
で
は
各
ク
ラ
ブ
員
が

入
り
交
じ
っ
て
の
各
種
ゲ
ー
ム
な
ど
、

酪
農
の
学
習
と
仲
間
づ
く
り
交
流
が
、

を
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

金
賞
一
席
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ー
ト
マ
ッ

ク
ス
ゴ
ー
ル
ド
佐
々
木
恵

金
賞
二
席
メ
ド
レ
ー
パ
リ
ス
ア

パ
ッ
チ

弾
正
原
な
つ
み

金
賞
川
席
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト
マ
ッ

ク
ス
マ
ス
タ
ー
佐
々
木
尚
洋

銀
賞
二
席
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト
シ
ャ

ン
ヌ
ミ
ス
テ
ィ
佐
々
木
宏
之
へ

／ ｜
憲
蕊

０
１
 

平
成
し
年
度
国
行
払
い
下
げ
馬
の

抽
選
会
が
卜
乢
．
’
十
Ⅱ
、
農
協
巾
〈
二

議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

抽
選
会
に
は
、
購
入
希
望
肴
五
人

か
集
ま
り
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

み
ご
と
俣
落
地
底
の
真
部
愈
さ
ん
（
当

日
は
奥
さ
ん
）
が
抽
選
で
当
選
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
払
い
下
げ
ら
れ
た
馬
は
、
ペ

ル
シ
ュ
ロ
ン
種
の
牝
、
二
歳
、
符
号
は

波
地
（
ハ
チ
）
で
父
克
慈
、
瓜
洋
沼
の

血
統
的
に
も
優
れ
た
馬
で
、
価
格
は

一
一
十
七
〃
一
一
・
千
川
而
七
Ｉ
川
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

蕊
：
．
｜
嗜

呵
卜
－
』
。
』

－１１陣一

蟻鱸勤Ijii;'酢

〈鴬
▼ 

１ 
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け
馬

当
選

一H蕊;f:*:し…￣
当選のキップを手に喜ぶ真部さんの奥さん右と実習生

ノ
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平
成
七
年
産
畑
作
物
の
生
産
者
価
格

は
四
年
連
続
の
据
置
き
で
決
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
て
ん
菜
糖
の
事
業
団
買

買
入
れ
価
格
は
前
年
に
比
べ
一
・
一
一
計

の
引
下
げ
と
な
り
焦
点
の
一
つ
に
な
っ

て
い
た
、
て
ん
菜
の
基
準
糖
分
帯
は
現

行
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
．

七
年
瀧
川
作
物
価
格
は
例
年
に
比
べ

さ
ほ
ど
難
航
せ
ず
に
据
置
き
が
決
ま
り

ま
し
た
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
対

策
初
年
度
と
あ
っ
て
、
生
産
者
が
不
安

を
抱
く
状
況
下
で
の
引
き
ｒ
げ
は
「
農

政
不
信
を
招
く
」
と
の
政
治
的
判
断
が

あ
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
乳
価
、
米
価
と

も
同
様
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

畑
作
二
品
に
お
い
て
は
、
農
業
パ
リ

テ
ィ
ー
指
数
や
ユ
ハ
年
産
、
生
産
費
の
下

げ
数
字
か
ら
す
る
と
今
年
は
楽
観
で
き

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

政
府
は
今
年
度
生
産
者
価
格
の
据
置
き

に
応
じ
た
の
は
特
殊
事
情
を
配
慮
し

て
の
こ
と
と
言
っ
て
お
り
、
場
当
り
的

な
対
応
が
Ⅲ
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
産
４
年
連
続
の
据
置
き

畑
作
物
価
櫨
旧
決
定

生
産
者
が
真
に
求
め
る
畑
作
物
の
将

来
展
望
は
、
必
ず
し
も
見
え
て
き
ま
せ

ん
。馬
鈴
し
ょ
澱
粉
に
お
い
て
は
加
工
澱

粉
な
ど
の
輸
入
増
加
に
よ
り
、
六
年
産

全
道
共
計
精
算
も
十
一
月
に
ず
れ
込
む

な
ど
流
通
、
販
売
価
格
に
大
き
な
影
響

が
出
て
来
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
澱
原
馬
鈴
し
ょ
の
生
産
や
澱

粉
工
場
に
お
い
て
も
一
層
の
コ
ス
ト
低

減
と
、
合
理
化
努
力
が
迫
ら
れ
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国寓

７年産畑作物の価格決定関係分掲載 ▲はマイナス

６年産 対前年比７年産畑作物品目

据置き17.3101［ 最低生産者価格 17.310円

て御忌藍

てん菜高能率

計画生産推進費
据置き190111 190円

(」

据置き17.5001工生産者価格計 17.500円

菜

据置き16-6％－１６－９％ てん菜基準糖分帯 16.6％～16.99ビ

てん菜糖の事業団

賀入価格
▲1.3％ 177,963円175,646円

据置き14.410円原料基準価格 14.410円

馬
鈴
し
よ

114,320円

（2.858円）

馬鈴しょ澱粉買入価

格（25ｋｇｌ袋当り）

114,320円

（2.858円〕
据置き

プZ『

てん菜

畑作物品目

最低'に産着｛、格

てん菜高能率

計画生産推進費

生産者価裕計

てん菜基準糖分帯

てん菜糖の事業|寸：

賀入価格

７年産

二7,3ﾕOiI］

l901Ij 

ｴ7,500r； 

16.6％～16.9％ 

二75,6461'I

６年産

17,3101リ

190:： 

17,5001'］ 

16.6％一二6.9％

二77,9631'］

対前年比

据置き

据置き

据置き

据置き

▲1.3％ 

馬鈴しよ
原料基準価格

馬鈴しょ澱粉買入価

格（25kgユ袋当!)）

14,4zO:』

ﾕ14,320lx］ 

（2,8581']） 

二4,4101リ

114,32013 

（2,8581;:） 

据置き

据置き
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開
催
日
叶
平
成
七
年
１
月
二
十
七
Ⅱ

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
議
室

〈
識
案
〉

｜
、
平
成
七
年
度
九
月
末
財
務
状
況
及

び
仮
決
算
の
予
算
統
制
計
向
に
つ
い

て
決
定
す
る

二
、
変
動
金
利
型
貸
川
し
の
導
入
に
つ

い
て金
利
情
勢
の
変
化
に
伴
う
利
率
の

変
動
に
関
す
る
特
約
書
の
設
定
を
決

鰹
筐
陰の
瞳
腫

第
八
回
理
事
会

Iim 日
本
一

欝繊 剛
…

a 

＆ 

気
象
概
況

こ
の
期
間
、
気
温
の
変
動
が
入
き
い

で
し
ょ
う
。
十
二
月
か
ら
一
月
の
降
雪

壁
一
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
．

十
月前
半
は
天
気
が
周
期
的
に
変
わ
り
、

太
平
洋
側
で
は
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い

で
し
ょ
う
。
後
半
は
時
々
冬
型
の
気
圧

配
置
と
な
り
、
Ⅱ
本
海
側
で
は
曇
り
や

雨
、
ま
た
は
雪
の
日
が
多
い
兇
込
み
で

（
正
一
９
つ
。
□

一
一
一
、
貸
出
し
叢
鋳
腿
孫
の
醗
疋
に
つ
い
て

資
金
楢
乳
牛
購
入
貸
付
金

貸
付
対
象
畜
産
販
売
課
を
通
じ
て

購
入
し
た
初
妊
牛
及
び

経
産
牛
（
搾
乳
を
目
的

レ
ニ
リ
》
Ｃ
）

貸
付
限
度
五
百
万
円

利
率
二
軒
（
変
動
金
利
）

以
上
を
決
定
す
る
。

Ⅲ
、
職
務
権
限
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

決
定
す
る

丘
、
令
同
共
済
農
協
連
出
資
増
口
に
つ

い
て一
Ⅱ
十
万
川
出
費
増
Ⅱ
す
る
事

を
決
定
す
る
。

六
、
生
活
店
舗
精
肉
ス
ラ
イ
サ
Ｉ
の
り

岸斡

す
。
気
柵
の
変
動
が
入
き
い
で
し
ょ
う
。

気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
は
太
平
洋
側

で
多
い
。

十
二
月

時
々
、
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、

日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
ま
た
は
雨
の

Ⅱ
が
多
く
、
太
平
洋
側
で
は
晴
れ
の
日

が
多
い
で
し
ょ
う
。
気
温
の
変
動
が
大

き
い
見
込
み
で
す
。
気
温
は
平
年
並
、

降
水
堂
は
平
年
並
。

ｌ
ス
更
新
契
約
に
つ
い
て
決
定
す
る

七
、
各
種
制
度
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

経
営
改
善
溢
金
一
件
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
資
金
、
｜
件
以
上
｜
件

の
貸
付
を
決
定
す
る
。

八
、
平
成
八
年
度
営
農
計
画
の
樹
立
に

つ
い
て

営
農
計
画
樹
立
に
当
た
っ
て
の
基

本
姿
勢
と
作
成
要
領
を
決
定
す
る
。

几
、
効
率
的
飼
料
生
産
促
進
事
業
の
補

助
巾
請
に
つ
い
て

二
件
の
利
用
組
合
の
当
該
事
業
参

加
を
決
定
す
る
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
七
年
度
九
月
未
購
買
事
業
概

況
に
つ
い
て

こ
、
平
成
七
年
度
九
月
末
人
ｒ
授
精
事

侭弔八

｜
月時
々
、
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、

日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
の
日
が
多
く
、

太
平
洋
側
で
は
晴
れ
の
、
が
多
い
で
し

ょ
う
。
気
温
の
変
動
が
大
き
い
見
込
み

で
す
。
気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
は
平

年
花
。 業
の
状
況
に
つ
い
て

三
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
及

び
命
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の

出
品
に
つ
い
て

四
、
第
二
期
生
乳
生
産
安
定
対
策
、
地

区
酪
対
の
経
過
に
つ
い
て

丘
、
農
村
地
域
バ
タ
ー
需
要
拡
大
運
動

に
つ
い
て

六
、
乳
製
品
工
場
の
製
造
販
売
状
況
に

つ
い
て

七
、
酪
農
全
国
基
礎
調
査
に
つ
い
て

八
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

九
、
澱
粉
工
場
の
操
業
状
況
に
つ
い
て

十
、
平
成
七
年
度
畑
作
物
の
価
格
決
定

に
つ
い
て

Ｉ
■
』

７Zﾉア



高
齢
化
社
会
の
現
圧
、
侍
の
健
康
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
腰

州
、
肩
痛
、
膝
痛
、
肘
痛
、
骨
按
な
ど

で
Ｒ
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
を
求

し
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
骨
の
異
常
か
ら
川
来
す
る
病

気
で
す
が
、
骨
の
異
常
が
さ
ら
に
進
み

寝
た
き
り
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
本
人
、

家
族
、
社
会
の
負
担
は
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
健
康
な
骨
を
保
ち
、
健
や
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

骨
粗
霧
症
に
な
り
や
す
い
人

骨
の
異
常
の
な
か
で
も
骨
粗
髭
症
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
が
必
要
で
す
。
骨
粗
霧
症
と
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

が
徐
々
に
抜
け
て
い
き
、
鷺
が
入
っ
た

状
態
に
な
っ
て
足
腰
が
痛
く
な
っ
た
り
、

骨
接
し
た
り
す
る
病
気
で
す
が
、
高
齢

者
、
女
性
に
多
く
み
ら
れ
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
，
特
に
、
や

せ
形
の
人
、
偏
食
気
味
で
特
に
乳
製
品

を
ほ
と
ん
ど
取
ら
な
い
人
、
運
動
不
足

の
人
、
過
労
・
ス
ト
レ
ス
の
多
い
人
、

タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
の
多
い

人
、
消
化
管
の
了
術
を
し
た
人
な
ど
が

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
は
若
い
仕
代
に
も
多
く
、
特
に

急
激
な
ダ
イ
エ
》
卜
経
験
荷
に
多
い
そ

う
で
す
。

骨
は
二
十
歳
ご
ろ
ま
で
に
そ
の
大
き

さ
が
決
ま
り
ま
す
が
、
骨
接
度
は
二
十

五
歳
ご
ろ
ま
で
増
加
し
ま
す
。
そ
の
た

/唇FFD貝

北根室地区農業改良普及センター

め
、
三
十
五
鵬
ご
ろ
ま
で
に
丈
夫
な
骨

を
形
成
し
、
以
後
は
そ
れ
を
維
持
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
骨

の
毛
成
分
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、
蛋
白

質
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
日
本
人
が
比
較
的

摂
取
し
に
く
い
成
分
が
カ
ル
シ
ウ
ム
と

い
わ
れ
ま
す
。

厚
生
省
同
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、

栄
養
所
要
量
に
対
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の

充
足
状
況
を
見
て
み
る
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
摂
取
量
が
所
要
量
二
Ⅱ
あ
た
り
六

行
ミ
レ
ラ
）
の
八
○
訂
未
満
の
人
々
が
川
○

・
九
許
も
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に

起
脚
す
る
小
足
症
状
を
示
す
人
々
が
確

実
に
出
現
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
．

特
に
告
年
隠
に
食
化
活
の
み
だ
れ
、

（
朝
食
欠
食
率
五
几
訂
、
食
事
の
片
寄

り
）
か
ら
、
１
九
歳
以
下
の
カ
ル
シ
ウ
ム

投
取
量
は
極
め
て
少
な
い
そ
う
で
す
。

骨
粗
議
症
の
予
防

食
生
活
に
お
い
て
の
予
防
法
と
し
て
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
い
か
に
し
て
と
る
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

表１
おもな食品中のカルシウム

カルシ

ウム
(mg） 

愈品毛

母乳２７
普通牛乳１００
ゴーダーチーズ６８０
（ター１５

鶏卵（全卵、生）５５
真あじ（生）６５
鮭（生）Ｎ
いわし（しらす干し）５３O
さんま（生）７５
うなぎ（生）９５
いか（生）１８
真だ二（生）１６
伊勢えび（生）７０
牛肉（リプロース、
脂身つき）４

豚肉（ロース、
脂身つき、大型）４

鶏肉（むね、皮なし
若鶏）５

にわとり（肝臓）５
精白米６
大豆（乾）２４Ｕ
ごま（乾）120，
二まつ栞（葉、乾）２９、
しいたけ（乾）１２
まし､茸（生）１
干しのり３９Ｃ
昆布(真昆布､素干し）７ＩＣ

（〒弓､

食
仙
巾
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
す
べ
て

成
分
ど
お
り
に
吸
収
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
．
食
品
に
よ
っ
て
吸
収
率

に
も
差
が
あ
り
、
小
魚
は
一
一
．
○
計
、
青
菜

は
一
八
灘
、
生
乳
は
五
○
軒
で
す
。
牛
乳

に
は
‐
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
―
尚
め
る

蛋
白
質
や
乳
糖
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

ず
ば
抜
け
て
高
い
の
で
す
。
ま
た
、
チ
ー

ズ
な
ど
乳
製
品
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
優

れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
食
如
で
す
。
ま
た
、

表
の
よ
う
な
も
の
に
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
に
だ

け
注
意
し
て
、
食
生
柄
令
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
好
ま
し
く
な
い
こ
と
に
な
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
こ
そ
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
骨
帆
霧
症
の
了
防
と
し
て
は
、

迎
動
、
ス
ト
レ
ス
、
生
旙
様
式
な
ど
に
配

慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

老
後
の
た
め
、
ま
た
い
つ
も
健
康
で

あ
る
よ
う
に
、
食
蠣
活
は
も
ち
ろ
ん
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
心
掛
け
た
い
も

の
で
す
。

ﾌﾟＪＨ 

食 名
カルシ

ウム

(Ing） 

し

、型し

し、ｊ詩

、ノ〒

ス、ｊ大なｊ
乾

ズ生す

、ｊ｜き、、皮臓乳《一躯對峻對對對勢陸元率承奉猛濁臨米輸諭饒嘩對布し一全くｊくくくＩくびり脂口身む若りくく菜けくり澪糯ダダくじ生しまぎか一］えくく脂！と白一号募った茸のぐまいいし布母霊キパ螂蕊對唖訊弦い蘂癖鞆駝辮陣精大ご》】‐〕ま干昆
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平成フ年度

秋の総合検診
日程１１月30日嗣･12月１日(金)受付時間午前7時~午前10時
場所中標津町保健センター

主催／中標津町後援／保健会

持参する物…尿･健康手帳･胃がん･肺がん
口腔検診問診栗

、 対象 検査内容 料金 申込〆団 注意事項 結果
得弓Ｉ

●身長・体重測定 ●1iijllの朝食から脂肪の多
いもの、夕食からアルコ
ール類はとらないで|ぞ

1,700円ロ
70歳以上の力

生活保謹受給

者は無料

※中標津lHI農

協組合員は
85011です。
（半額補助）

成
●問診・血圧測定

●尿検査(たん白・糖・潜血）
●血液検香

人 30歳 1 
い□

●朝食はとらないで下さい。
●高1mし圧･心臓病･腎臓病・
肝臓病・高脂｣I肺などの

病気で皿院中の万は受け
る必要はありません祠

病

（露鴬鰯為
●心電図検在

●医liilTの診察

１
Ｊ
 

検 以上 方

診

月

1,200円
70歳以上の力

生活保謹受給

者は無料

※I|'標津liU~農

協組合員は
600円です。
（半額補助）

１１月２１日吹）

まで地区の係

＝＝ 

臣 ●前、の夜１０時以降は飲食

は一切しないで1sさい。

タペコも吸わないで下さ
い勺

●Ｗの病気で皿院中の方は
受ける必要はありませんェ

位
が 30歳 鮭推進員さん

に申し込んでん パリュヴム検査
力’

下さい。検 以上

診 係陞推准員さ

力：んは、１１月２１

５００円
喀痩検査をす
る場合は、そ
の他に1.100
1｢]です。
70歳以上の〃
生活保謹受給
者は無料
※中標津町農
協組合員は
250円です。
喀淡検査は
550円ですハ

|」までに保鰍
●胸部レントゲン検査

●喀痩検査
肺 センターに電

話で申し込ん
Ｈ 

ZF1爪
該当者

●血痩の出る者

●ｲlzill6が50歳以上で喫煙指数

が
で下さい㈱30歳

手
室

伊(2)2733ん

ＦＡＸ(2)７９Ｍ (１日の本数×年数)が600以１．の君
以上

検 ●咳･渓が1カ月以止続くもの

●年齢50歳以上で空気の汚れ
す

診
た職場にいる（いた)者

歯
科
相
談

●,検査当１１は心ず歯みがきを

してきて下さいへ~､~v､~、
●入れ歯の方は必ずおもち下
言い

無どなた
当日直接会場●歯科衛生上による相談
に来て下さいでも 料

５年以上

検査を受
けていな
い方はど
なたでも

ク
ズ
症
検
査

エ
上
’
ノ
コ
ツ

無
〃

半｝

中標津町保健センター

グ:夕

対象 検査内容 料金 申込〆切 注意事項 結果

●前？;の朝食から脂肪の多
いもの、夕食からアル『。

･･ﾙ類はとらないで下さ
いロ

●朝食はとらをvnでﾄﾞさい。
●高lmLI：;･心臓病･腎臓病・
’１二臓病・高脂｣I肺Zirどの
病気で通院中の万(よ愛Ｉナ

る必要はありません。

●前irの夜二0時以降は飲食
は・・切しないで~i､.さい。

タバコも吸わなく,､で下さ
いｑ

ｏＷの病気でjm院H|;の方は

受ける必要はありませ･ん。

歯科相談
どなた

でも

●歯科術と【ﾆｰi三によるｲﾄﾞi談 無料
当il直接会場

に来て!fさい

,検査当;』(よ心ず歯みがきを
してきて下さいへ~､~v､~、

●入れ歯の方は必ずおもち下
さい

エク５年以上

蕊|鰐露
稽|躍篭

●血液検査
無’

料（



パークｺﾞﾙﾌで地域交流 酷対開１場支部

ア
開陽地区酪農対策協議会(土井上昭男蚕３Ｄ長）

主催によるバーワコルフ大会が10月11曰、曰森
林公園パークゴルフ場を会場に開催されまし/Ｅｏ

この大会は､開陽地区の交流､活Ⅲ鵬化を目指し、

厳しい軽震'|覺勢の中、酪農を志す仲間か明るく

楽しめる場を少しでも作り出そうと行なわ7rpE

ものです。

大会には会員夫婦約30人が参加し、午前E'｡い

っぱいグリーンの芝生でプレーを楽しみ、午後

からは、焼肉パーティーと大会の表彰が行なわ
７，三E１，行ハ

記=nh

機械操作の
レベルアップを

次炉宇§

㈲ファム・エイ機械技術研修

今昌で運転操作をチェック､むすかしいに

酪農へルバー業務を行なう(宮)ファム･エイ(臼井勝

也社長）ては、ヘルパー業務の円滑化とレベルアップ

を図ろ事を巨的|こ、機概技術研修を１０月11曰､当|幌･長

正路牧場を会場に行なわれましだ。

この研修は、ヘルパー業務で餌給与などトラクター

を運転する作業が多い雲から．特にけルニ|、□ワー作
業の技iilU向上を中llljlに行なわれましだ。

研修では、社員１人ひとりがトラクター|こ乗り、熟

練し定社員の指導を受けながら、自分が納得行くまで

何回もチヤレ>'ジしていましだ。
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地域､家族の
つながりを密に
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南俵橋地区収穫祭

収穫の喜びと地域の交流を図る南俵橋地区の収穫祭が、１０月

l4B俵橋生活館で開かれましだ。南俵橋地区は昭和42年に32戸

の農業壱が入植、その後52年に入植１０周年記念を開催。これを

きっかけに、入植壱家族同志の交流を深め、地域のっぽがりを

密にして行こうと始まつだのかこの収穫祭。現在は21戸の酪農

家で形成され、２番この収穫が終わり、冬仕度前のこの時期に

例年開かれています｡収穫祭では.午前中、|表橋小学校ブランド

でミルクボール大会の交流。続いて焼肉を囲んでの昼食会やリ

ンゴの皮むき大会、ジャンケンゲームなどが行なわれるなど、

関係機雷を含め約40人の家族が集い１年問の無事を祝うと共
に情報交換、親睦交流の湯となりましだ。

評論

おいしいリンゴを土産に参加者雪さん楽しそうです

楽しいリンゴ狩り 開陽酪対婦人部研修旅行

開陽酪対婦人部では10月19曰に親睦をかね

た曰帰り研修旅行を実施しましだ。立膝９人

プラス男性Ｓ人で、雲ゆきあやしい天候では

ありましだか．元気に開陽を出発、已的地の

網走へと向かいましだ。

＝回の研修旅行のメインは「リンゴ狩り'。

根北峠を越え渥頃には、晴れ胃も罠えてみん

なホッとひと安心。

網走の観光フルーツ園へ無事到薑し、見臺

になっているリンゴをほおばって和気あいあ

い。食べ放題の＝葉につられ、リンゴでお腹

をいっぱいにし左１円でし7Ｆ侭
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ミニパレーで交流を図ろ

管内フレッシュミセス交流会

lOH27ロ、ＪＡ根室地区女性脇主催によるフレッシュ

ミセス交流会が、別海|llJスポーツセンターで開催されま

した。交流会はミニパレー大会となり、箸内のフレッシ

ュミセス約50人が集まりました。

各ＪＡのフレッシュミセスが混合でチームをつくり、

対戦するという形でゲームが進められ体育館には楽しい

歓声が響きました。また兄事をスパイクやブロックを決

めるなど白熱した場面もみられ、元気なフレッシュパワ

ーで盛りあがった交流会となりました。

酷対役員農協役員合同会議

澱原馬鈴しょＨ１,荷督励

てん菜振興会役員会

中標津町農協課税対策委員会

乳牛改良同志会役員会

第４回梼理購買委員会

第４１''１営農委員会

第５回生産委員会

婦人海外研修説明会

酪対消費拡大特別委員会

第８回理事会

黒毛和種講習会

自治監査（ｎ月４日まで）
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心地良い汗を流したミニバレー交流会

見事な菊の花咲きそろう 第14回なかしくつ菊花展

第14回なかしくつ菊花展が10

月28ｐ～31日までⅢ]総合文化会

館で開催されました。

今年の菊花展にはⅢ丁菊花同行

会や中標津農業高校などで丹精

込めて作り」こげられた白、黄色

紫などの素晴らしい大輪や懸崖

の菊約千点が文化会館ロビーに

並べられ、訪れる人たちの目を

楽しませていました。

また、会場では鉢植えの菊や

野菜生産組合の新鮮野菜、いも

だんごなどの販売も行なわれま

した、

椿学7，

文化会館ロビーに並べられた優美な菊の花

3275●発ｲﾃ月日･平成７年11月10日
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